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佐渡汽船 特別ダイヤ・ジェットフォイル運賃割引のお知らせ…2
佐渡トキツーデーウオーク 10月20日～21日開催…3　　
地域審議会 新しい委員が決定しました…4　　
インフルエンザ予防接種が始まります…6　住宅用火災警報器の設置はお済みですか？…20

9

市役所では、地球温暖化対策の取組として、冷房28℃の温度設定を徹底しています。これに伴い、６月から９月
の間を軽装の励行期間としてクールビズに取り組んでいます。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。
（市役所環境対策課）  

さ わ っ て み よ う ❖ 佐 渡 の 能
佐渡の能を識る会が主催する「ふる

さと能体験」が、8月7日金井能楽堂

で行われました。講師の指導によ

り、実際に能面をつけてみたり、扇

子を持って仕舞を舞ったり、鼓を

打ってみたりと、参加者は能の世界

に触れ、楽しんでいました。



　
新
潟
〜
両
津
航
路
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
お

お
さ
ど
丸
」
の
故
障
に
よ
る
運
休
に
伴
い
、

特
別
ダ
イ
ヤ
で
の
運
航
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
ダ
イ
ヤ
は
、
１
日

４
往
復
８
便
を
基
本
と
し
、
毎
週
月
曜
日
と

木
曜
日
は
３
往
復
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
運
賃
が
割

引
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
は
、
ダ
イ
ヤ
を
ご

確
認
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※

小
木―

直
江
津
航
路
、
赤
泊―

寺
泊
航
路

の
運
航
ダ
イ
ヤ
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　
佐
渡
汽
船(

株)

両
津
総
合
案
内
所

　
☎
27―

５
６
１
４
ま
た
は
27―

５
１
１
１

カーフェリー減便に伴うジェットフォイル運賃割引

特別運航ダイヤ（新潟～両津航路） （8/27現在）

（8/27現在）※大人運賃

両
津
発

両津発6：10→新潟着7：15

両津発7：20→新潟着8：25

その他の両津発全便

新潟発全便 

3,460円

3,460円

6,220円

6,220円

8/22までの
運賃

8/23からの
運賃

割引額 摘　　要

2,320円

2,320円

3,980円

3,980円

▲1,140円

▲1,140円

▲2,240円

▲2,240円

カーフェリー２等運賃と同額

カーフェリー２等運賃と同額

新潟発5：50便・6：55便
超早割きっぷ3,460円は継続

※ ジェットフォイル運賃が片道6，220円から3，980円（2，240円割引）となっています。
※ また、両津発５時30分のカーフェリー便が運休しているため、両津発6時10分、7時20分のジェットフォイル運賃
　がカーフェリー２等運賃と同額の2，320円となっています。
※ 島発往復の場合、復路運賃がさらに割引されています。

無印はカーフェリー　　 Ｊ印はジェットフォイル

期間 新潟発→ 両津着 両津発→ 新潟着

0:35 →  2:55

月･木曜運休

 5:50 → 6:55

6:40 → 9:00

6:55 → 8:00

 9/6 ～ 9/9 運休

7:55 → 9:00

10:00 → 11:05

11:30 → 12:35

12:40 → 15:00

13:00 → 14:05

14:00 → 15:05

  9/6 ～ 9/9 運休

14:55 → 16:00

  9/6 ～ 9/9 運休

16:05 → 17:10

17:00 → 18:05

18:40 → 21:00

10月11日
（予定）

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

J

3:30 → 5:50

月･木曜運休

　

6:10 → 7:15

7:20 → 8:25

 8:30 → 9:35

 9/6 ～ 9/9 運休

 9:25 → 10:30

 9:40 → 12:00

 11:30 → 12:35

13:20 → 14:25

14:30 → 15:35

 15:30 → 16:35

 9/6 ～ 9/9 運休

15:40 → 18:00

16:30 → 17:35

  9/6 ～ 9/9 運休

17:35 → 18:40

21:40 → 24:00

9月1日

※期間中にダイヤ変更が行われることもあります。

〜

佐渡航路
緊急対策本部を

設置

　
８
月
11
日
に
起
こ
っ
た
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

「
お
お
さ
ど
丸
」
の
故
障
に
よ
り
、
両
津
―

新
潟
航
路
を
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
や
、
物

資
の
輸
送
は
大
混
乱
と
な
り
、
観
光
面
で
も

大
き
な
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
島
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
佐
渡
市
と
し
て
緊
急
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。
第
１
回
対
策
本
部
を
８
月

19
日
に
開
き
、
今
後
の
対
応
を
協
議
し
ま
し

た
。

第1回佐渡航路緊急対策本部の様子

佐
渡
汽
船「
お
お
さ
ど
丸
」運
休
に
伴
う

特
別
ダ
イ
ヤ
・
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
運
賃
割
引
の
お
知
ら
せ

佐
渡
汽
船「
お
お
さ
ど
丸
」運
休
に
伴
う

特
別
ダ
イ
ヤ
・
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
運
賃
割
引
の
お
知
ら
せ
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佐
渡
は
ト
キ
が
舞
う
世
界
で
た
だ
一
つ
の

島
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
秋
の
す
が
す
が
し
い
空
気

の
中
、
佐
渡
を
歩
い
て
、
佐
渡
の
持
つ
魅
力

を
体
感
・
体
験
し
ま
せ
ん
か
？ 

県
内
を
は

じ
め
全
国
各
地
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ウ
オ
ー

カ
ー
が
参
加
し
ま
す
。
こ
ん
な
場
所
に
こ
ん

な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
！
と
い
う
新
し
い
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
　
国
籍
、
年
齢
、
性
別
等
一
切
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保

護
者
の
同
伴
、
障
が
い
者
の
方
は
介
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

参
加
費
　
２
０
０
０
円
　

　
　 

参
加
費
は
１
日
だ
け
の
参
加
で
も
２
日

間
の
参
加
で
も
同
額
で
す
。
参
加
を
取
り

消
さ
れ
て
も
、
参
加
費
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

　
　
佐
渡
島
民
に
限
り
、
１
日
だ
け
の
参
加

を
１
０
０
０
円
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法
　
佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

専
用
の
参
加
費
払
込
用
紙
に
記
入
し
、
参

加
費
を
添
え
て
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵

便
局
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
申
込
書
は
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
佐
渡
観

光
協
会
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
９
月
27
日
（
月
）
振
込
分
ま
で

　※

９
月
27
日
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

参
加
者
名
簿
へ
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
会
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
大
会

誌
な
ど
の
支
給
品
が
無
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

参
加
支
給
品
　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ゼ
ッ
ケ

ン
、
コ
ー
ス
地
図
、
完
歩
証
、
ピ
ン
ズ

○
昼
食
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
の
申
込
み
が

必
要
で
す
。
昼
食
代
は
別
途
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス

10
月
20
日
（
１
日
目
）
　

　
佐
渡
相
川
・
尖
閣
湾
の
昔
み
ち
　

○
相
川
８
㎞
コ
ー
ス
　
佐
渡
金
山
第
３
駐
車

場
〜
京
町
〜
千
畳
敷
〜
小
川
〜
フ
ァ
ミ
リ
ー

オ
佐
渡
〜
達
者
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前

○
相
川
16
㎞
コ
ー
ス
　
佐
渡
金
山
第
３
駐
車

場
〜
京
町
〜
千
畳
敷
〜
小
川
〜
フ
ァ
ミ
リ

ー
オ
佐
渡
〜
達
者
〜
尖
閣
湾
揚
島
〜
姫
津

〜
達
者
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前

10
月
21
日
（
２
日
目
）
　

　
佐
渡
小
木
・
千
石
船
の
里
み
ち
　

○
小
木
11
㎞
コ
ー
ス
　
小
木
み
な
と
公
園
〜

千
石
船
展
示
館
〜
宿
根
木
〜
琴
浦
〜
矢
島

経
島
〜
小
木
み
な
と
公
園
　

○
小
木
22
㎞
コ
ー
ス
　
素
浜
海
水
浴
場
〜
江

積
田
野
浦
公
園
〜
沢
崎
〜
宿
根
木
〜
千
石

船
展
示
館
〜
宿
根
木
〜
琴
浦
〜
矢
島
経
島

〜
小
木
み
な
と
公
園

月日

10/20

10/21

コース

佐渡相川
尖閣湾の昔みち

8㎞

16㎞

11㎞

22㎞

13：00～

9：30～

7：30～

7：00～

14：00

10：30

8：20

8：00

14：20

11：00

8：30

8：10

金山第3駐車場

小木みなと公園

素浜駐車場

達者レスト
ハウス

小木みなと
公園

佐渡小木
千石船の里のみち

受　　付㎞ 数 開会式 ゴールスタート

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
佐
渡
を

　
　
　 

満
喫
し
ま
せ
ん
か

（

）

10月20日・21日

佐渡トキ ツーデーウオーク開催
トキ の 島 、佐 渡 を 歩く２日 間

■主催　佐渡トキツーデーウオーク実行委員会

■共催　日本ウォーキング協会、(社)佐渡観光協会　　■協賛　佐渡汽船㈱、新潟交通佐渡㈱

■お問い合わせ　佐渡トキツーデーウオーク事務局　☎0259－27－2145
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羽
茂
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員 

中
　
原
　
雅
　
司

青
　
木
　
英
　
明

渡
　
辺
　
昌
　
彦

五
十
地
　
長
　
徳

青
　
木
　
典
　
茂

駒
　
形
　
勝
　
利

加
　
藤
　
明
　
美

竪
　
野
　
マ
サ
子

天
　
澤
　
マ
チ
子

学
識
経
験
者

北
　
嶋
　
律
　
子

作
　
澤
　
　
　
均

本
　
間
　
　
　
隆

日
　
下
　
　
　
啓

新
　
屋
　
順
太
郎

若
　
林
　
裕
　
美

 

赤
泊
地
区
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員

渡
　
部
　
嗣
　
郎

藤
　
井
　
保
　
次

柳
　
　
　
敏
　
久

上
　
野
　
初
　
男

池
　
　
　
一
　
義

佐
々
木
　
節
　
子

葛
　
野
　
洋
　
子

菊
　
池
　
美
恵
子

永
　
橋
　
智
　
子

田
　
部
　
桂
　
子

学
識
経
験
者

本
　
間
　
初
　
枝

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

外
　
内
　
與
　
一

宮
　
坂
　
　
　
尊

佐
　
藤
　
義
　
弘

松
　
澤
　
亞
　
男

 

両
津
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員

橋
　
本
　
　
　
弘

渡
　
辺
　
輝
　
彦

松
　
田
　
祐
　
樹

廣
　
瀬
　
葉
　
子

野
　
口
　
里
　
子

水
　
落
　
ケ
イ
子

甲
　
斐
　
愛
　
子

渡
　
邉
　
恵
美
子

学
識
経
験
者

市
　
山
　
征
　
紀
　

大
　
倉
　
哲
　
夫

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

本
　
間
　
英
　
理

佐
　
賀
　
徹
　
雄

渡
　
邉
　
和
　
弘

三
　
浦
　
　
　
正

加
　
藤
　
清
一
郎

 

相
川
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員

村
　
田
　
正
　
夫

彈
　
正
　
成
　
子

西
　
村
　
幸
　
子

石
　
塚
　
正
　
子

地
　
多
　
正
　
光

三
　
木
　
　
　
緑

木
　
村
　
敏
　
展

岩
　
﨑
　
政
　
敏

中
　
間
　
栄
　
司

学
識
経
験
者

川
　
島
　
敏
　
秀

間
　
島
　
一
　
栄

石
　
見
　
敦
　
子

髙
　
下
　
　
　
章

斎
　
藤
　
泰
　
義

本
　
間
　
た
か
子

 

佐
和
田
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員

加
　
藤
　
　
　
亘

最
　
上
　
　
　
俊

中
　
山
　
暉
　
子

本
　
間
　
弘
　
子

渡
　
邉
　
典
　
子

本
　
間
　
靖
　
彦

浅
　
野
　
　
　
彰

本
　
間
　
松
　
美

菊
　
地
　
直   

美

髙
　
橋
　
敏
　
一

学
識
経
験
者

青
　
木
　
昭
　
人

仲
　
川
　
文
　
子

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

矢
　
田
　
有
　
年

本
　
間
　
東
三
夫

本
　
間
　
　
　
浩

 

金
井
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員

伊
　
藤
　
祐
　
介

赤
　
塚
　
秀
　
樹

深
　
山
　
和
　
子

北
　
見
　
正
　
雄

畠
　
山
　
一
　
彦

本
　
間
　
陽
　
子

学
識
経
験
者

岩
　
崎
　
　
　
賢

渡
　
邉
　
美
代
井

土
　
屋
　
敏
　
行

伊
　
藤
　
サ
カ
エ

本
　
間
　
里
　
子

樋
　
口
　
慶
　
一

林
　
　
　
ミ
　
ネ

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

川
　
上
　
光
　
英

上
　
杉
　
俊
　
孝

 

新
穂
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員

齋
　
藤
　
真
一
郎

柴
　
山
　
秀
　
樹

土
　
屋
　
正
　
起

井
　
上
　
ミ
ド
リ

土
　
屋
　
寛
　
治

本
　
多
　
佳
　
子

菊
　
池
　
惠
　
子

本
　
間
　
啓
　
子

学
識
経
験
者

飯
　
田
　
　
　
修

早
　
川
　
喜
　
信

若
　
林
　
ち
づ
る

森
　
田
　
義
　
人

葉
　
梨
　
輝
　
夫

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

本
　
間
　
シ
ノ
ブ

松
　
田
　
好
　
成

 

畑
野
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員 

本
　
間
　
雅
　
博

小
　
田
　
一
　
男

土
　
屋
　
秀
　
夫

山
　
本
　
精
　
一

松
　
村
　
廣
　
子

羽
二
生
　
ヤ
ツ
子

阿
　
部
　
ホ
ズ
エ

土
　
屋
　
絹
　
代

学
識
経
験
者

本
　
間
　
勇
　
作

石
　
川
　
喜
　
一

本
　
間
　
信
　
行

本
　
間
　
春
　
子

渡
　
邉
　
則
　
子

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

木
　
村
　
　
　
武

佐
々
木
　
秀
　
昭

 

真
野
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員

佐
々
木
　
文
　
江

中
　
川
　
勇
　
一

福
　
田
　
髙
　
保

若
　
野
　
和
　
弘

嶋
　
倉
　
十
重
子

金
　
岡
　
惠
美
子

平
　
島
　
留
美
子

笠
　
井
　
清
　
江

志
　
和
　
正
　
美

学
識
経
験
者

金
　
子
　
　
　
宏

若
　
林
　
五
代
子

髙
　
柳
　
一
　
巳

後
　
藤
　
　
　
徹

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

中
　
川
　
静
　
男

金
　
子
　
　
　
剛

 

小
木
地
区
　
　
15
名

公
共
的
団
体
の
役
職
員 

佐
々
木
　
和
　
子

中
　
務
　
朝
　
雄

中
　
川
　
成
　
子

小
　
林
　
尚
　
登

菊
　
地
　
幸
　
夫

篠
　
原
　
　
　
弘

桃
　
井
　
良
　
明

佐
　
藤
　
　
　
正

金
　
子
　
二
　
郎

金
　
子
　
睦
　
子

髙
　
津
　
富
　
子

学
識
経
験
者

山
　
本
　
初
　
子

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
人

中
　
村
　
保
　
彦

渡
　
邊
　
豪
　
雄

清
　
水
　
俊
　
三

　
市
で
は
、
合
併
後
の
各
地
域
の
発
展
を
図
る
た
め
、
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
15
名
の

委
員
で
構
成
す
る
「
地
域
審
議
会
」
を
平
成
16
年
７
月
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

 
 

こ
の
た
び
、
第
３
期
の
委
員(

任
期
２
年)

の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
公
共
的
団
体
の
役

職
員
、
学
識
経
験
者
、
公
募
に
よ
り
新
し
い
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

  

今
後
は
、
各
地
域
審
議
会
の
場
で
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事

項
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答
申
を

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
お
け
る
必
要
な
施
策
や

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
市
長
に
提
言
し
ま
す
。

地
域
審
議
会 

委
員（
敬
称
略
）

　
　
任
期
　
平
成
22
年
７
月
９
日
〜
平
成
24
年
７
月
８
日

地
域
審
議
会
　
新
委
員
の
皆
さ
ん
で
す

4



　
美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
で
は
、
市
民
、
市
民
団
体
、
学
校
、

事
業
者
が
自
主
的
に
取
り
組
む
活
動
を
た
た

え
、
環
境
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、「
佐
渡
環
境
賞
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
13
件
の
中
か
ら
、
佐
渡
環
境
大

賞
、
佐
渡
環
境
賞
を
受
賞
し
た
団
体
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

 

○
佐
渡
環
境
大
賞
　
佐
渡
市
立
松
ヶ
崎
中
学
校

　
昭
和
25
年
に
「
勤
労
体
験
」
や
「
奉
仕
の

心
」
を
育
て
る
活
動
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ

た
学
校
林
保
全
活
動
、
昭
和
56
年
に
は
海
岸

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
み
を
開
始
し
て

以
降
、
年
２
回
程
度
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
地
域
を
あ
げ
て
の
環
境
保
全
・
美
化
活
動

や
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
の

調
査
・
研
究
活
動
へ
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

 

○
佐
渡
環
境
賞
　
栗
野
江
ハ
ス
池
の
会
　

　
平
成
16
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
休
耕
田
を

活
用
し
た
ハ
ス
の
花
に
よ
る
景
観
向
上
活
動
」

が
、「
ホ
タ
ル
の
見
学
」
や
「
ハ
ス
の
実
の
料

理
会
」
な
ど
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、

ま
た
、
水
生
動
植
物
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
は

じ
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ハ
ス
の
花
や
葉
を

市
場
に
出
荷
し
て
活
動
費
の
一
部
を
得
る
こ
と

に
よ
り
、
活
動
が
継
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

○
佐
渡
環
境
賞
　
内
藤
電
誠
㈱ 

電
子
部
品
事
業
部

　
内
藤
電
誠
㈱
電
子
部
品
事
業
部
は
、
真
野

と
羽
茂
に
大
規
模
な
半
導
体
生
産
工
場
が
あ

り
ま
す
。
１
９
９
９
年
に
佐
渡
で
初
と
な
る

環
境
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取

得
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
化
活
動
に
お
い

て
、
一
般
廃
棄
物
は
97
％
以
上
、
産
業
廃
棄

物
は
99
％
以
上
と
い
う
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

目
標
を
過
去
２
年
間
連
続
し
て
達
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
活
動
に
お
い
て
は
、

２
０
０
０
年
度
対
比
で
51
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

松ヶ崎中学校第三学校林の

看板取付作業完了後の記念撮影

地域を元気に！　
地域づくり活動見本市「粋域ふれあいいちば2010佐渡」を開催します　

いきいき

　島内外の地域づくり活動が大集合！ 
　地域づくり活動を行うＮＰＯや市民組織などが集合し、その活動内容を市民の皆さんや他の団体に紹介す

る、見本市形式のイベントです。会場では、出展団体の活動紹介ブースのほか、「手づくり体験」、「ステ

ージイベント」、「食」の無料サービスや販売などもあり、お子さまでも楽しめる内容です。

　また、「NPO・地域づくり何でも相談コーナー」を設け、専門

相談員が疑問・質問にわかりやすくお答えします。

　入場無料です。お気軽にご来場ください。

日　時　9月23日（木・祝）午前10時～午後４時
会　場　アミューズメント佐渡（はまなすホール）
内　容 
　・出展団体の活動紹介ブース（展示販売もあります）

　・いも煮（八幡いも）の無料サービス（500食限定)

　・抹茶とお菓子のふるまい（限定100名)

　・ステージイベント（「姐樽」、中越地域の伝統芸能）

　・体験ブース（おもちゃの無料修理、オリジナルハンカチづくり、

お花でトキづくり）

　など

主催　新潟県佐渡地域振興局　　共催　佐渡市

お問い合わせ　NPO法人新潟ＮＰＯ協会　☎025－280－8750

あねたる

佐
渡
環
境
賞 

受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
環
境
対
策
課
　
☎
63
―
３
１
１
３
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冬
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

　
予
防
接
種
で
重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す

予
防
接
種
実
施
期
間
　

　
平
成
22
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
３
月
31
日

（
12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
）

※
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
医
療
機
関

へ
事
前
に
確
認
し
、
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。（
予
約
不
要
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
）

　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
昨
年
度
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
○
公
費
負
担
制
度
（
一
部
自
己
負
担

　
　
１
０
５
０
円
あ
り
）
で
接
種
で
き
ま
す
。

対
象
者
　

①
65
歳
以
上
の
方
（
平
成
23
年
３
月
ま
で
に

満
65
歳
に
な
る
方
を
含
む
）

②
60
〜
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼

吸
器
に
重
い
障
が
い
の
あ
る
方
（
平
成
23

年
３
月
ま
で
に
満
60
歳
に
な
る
方
を
含
み

ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
医

師
の
証
明
が
必
要
で
す
。
主
治
医
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

　
事
前
に
申
込
み
さ
れ
た
方
は
、
送
付
さ

れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

券
・
予
診
票
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
新
た
に
希
望
さ
れ
る
方
は
市
役
所
市
民

生
活
課
健
康
推
進
室
ま
た
は
各
支
所
市
民

課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
（
金
）
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

※
個
人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め

に
行
う
も
の
で
、
義
務
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
人
が
希
望
す
る
場
合
の
み
接
種

を
行
い
ま
す
。

※
本
人
の
意
思
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
、
原
則
と
し
て
公
費
負
担
制
度
で
の

接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、
福
祉

担
当
課
が
発
行
す
る
被
保
護
者
証
明
書

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
用
）
を

手
続
き
の
と
き
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
自
己
負
担
は
不
要
で
す
）
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
市
民
生
活
課
　
健
康
推
進
室
　

☎
63
―
３
１
１
５

ま
た
は
各
支
所
市
民
課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

医療機関 電話番号 住　所 予　約 実施時期など

インフルエンザ予防接種実施医療機関

岩首診療所

三國医院

市立両津病院

高千診療所

市立相川病院

佐和田病院

近藤内科胃腸科

鶴間医院

中山内科クリニック

本田クリニック

汐彩クリニック

田尻内科医院

佐渡総合病院／静山・
西三川・川茂診療所

たなか内科医院

大崎医院

真木山医院

田中内科小児科医院

羽茂病院／小木出張診療所

榎医院

赤泊診療所（内科）／
松ヶ崎診療所

28－2020

27－2489

23－5111

77－2022

74－3121

57－3333

57－3515

57－2531

52－3939

52－0505

57－4031

63－6500

63－6324

22－2056

66－2467

55－3110

86－2898

88－3121

88－2105

87－2033

豊岡550

両津湊343－4

浜田177－1

北川内1051

相川広間町7

八幡町332

東大通876

河原田本町254

河原田本町19

東大通1232－1

窪田20－1

中興1115－1

千種113－1

下新穂83－2

畑野754

真野新町787－1

小木町2039

羽茂本郷22

羽茂本郷556－1

赤泊2206－3

要予約

要予約

要予約

要予約

予約不要

予約不要

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

10月上旬から実施

11月1日から実施

・小児科（8:30～9:00、13:00～14:00）
　☎23－5111　10月下旬から実施予定
・内科（9:00～11:00）
　☎23－3434　11月から実施予定

10月末から実施

10月15日から実施

11月から実施

10月下旬から実施（受付は10月上旬から）

11月から実施

10月１日から実施

10月から実施

11月から実施

10月下旬から実施

予約受付：健康管理室（9:00～17:00）
10月中旬から

10月から実施

10月中旬～12月末まで実施

10月12日から実施

11月から実施

10月中旬から実施

10月～11月頃から実施

開始時期未定

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

6



　
日
本
で
は
12
年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
る

方
が
自
殺
で
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
、
大
切
な
命
を
救

う
た
め
に
、
国
で
は
９
月
10
日
〜
16
日
ま
で

を
『
自
殺
予
防
週
間
』
に
、
さ
ら
に
新
潟
県

で
は
９
月
を
『
自
殺
対
策
推
進
月
間
』
に
定

め
て
い
ま
す
。

　
国
が
作
成
し
た「
あ
な
た
に
も
で
き
る
自

殺
予
防
の
た
め
の
行
動
」
は
、
自
分
の
周
り

に
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
人
が
い
た
と
き
、

ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を
記
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
む
よ
り
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
お
知
ら
せ
　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
　

　
　
　
　
　
　
　
〜
三
味
線
と
生
き
る
〜

　
う
つ
病
か
ら
回
復
し
た
三
味
線
プ
レ
イ

ヤ
ー
小
林
史
佳
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
演
奏

で
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
　
10
月
26
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時

（
受
付
１
時
30
分
か
ら
）

場
所
　
両
津
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

内
容
　

・
講
演
「
三
味
線
と
生
き
る
」

　
講
師
　
小
林
史
佳
さ
ん
（
三
味
線
演
奏

者
／
う
つ
病
か
ら
の
回
復
者
）

・
津
軽
三
味
線
演
奏

　
演
奏
：
小
林
史
佳
さ
ん
・
高
橋
竹
育
さ
ん

○
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
市
民

生
活
課
　
健
康
推
進
室
健
康
増
進
係

☎
63―

３
１
１
５

F
A
X
63―

３
３
０
０

相
談
窓
口

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・
佐
渡
保
健
所
　

　
☎
74―

３
４
０
７

・
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　
☎
63―

３
１
１
５

・
市
役
所
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
63―

５
１
１
３

　気づき 　 家族や仲間の変化に気づいて、声をかける 

○発言や行動の変化や体調の変化など、家族や仲間の変化に

敏感になり、心の悩みや様々な問題を抱えている人が発す

る周りへのサインになるべく早く気づきましょう。 

○変化に気づいたら、「眠れてますか？」など、自分にでき

る声かけをしていきましょう。 

　傾　聴　  本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける 

○悩みを話してくれたら、時間をかけて、できる限り傾聴し

ましょう。 

○話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表面的な

励ましをしたりすることは逆効果です。本人の気持ちを尊

重し、共感した上で、相手を大切に思う自分の気持ちを伝

えましょう。 

　つなぎ 　 早めに専門家に相談するよう促す 

○心の病気や社会・経済的な問題等を抱えているようであれ

ば、公的相談機関、医療機関等の専門家への相談につなげ

ましょう。 

○相談を受けた側も、一人では抱え込まず、プライバシーに

配慮した上で、本人の置かれている状況や気持ちを理解し

てくれる家族、友人、上司といったキーパーソンの協力を

求め、連携をとりましょう。 

　見守り 　 温かく寄り添いながら、じっくりと見守る 

○身体や心の健康状態について自然な雰囲気で声をかけて、

あせらずに優しく寄り添いながら見守りましょう。 

○必要に応じ、キーパーソンと連携をとり、専門家に情報を

提供しましょう。

小林史佳さん

あなたにもできる
　自殺予防のための行動 

◆
◆ 

自
殺
に
よ
る
死
を
防
ぐ 

◆
◆

　
　
　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

7



○国勢調査は、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

○平成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日

本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査

です。

○調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私た

ちの暮らしのために役立てられます。

○記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただくか、郵送で提出し

ていただきます。

　※ 調査票と一緒に返信用封筒（切手不要）をお配りします。

■国勢調査コールセンター
　設置期間：平成２２年９月１１日～１０月３１日
　受付時間：午前８時～午後９時　（土・日・祝日も利用できます。）
【電話】0570－01－2010　※全国どこからでも市内通話料金でご利用できます。
【PHS・一部のIP電話】03－6738－6677　※PHS・一部IP電話の場合、所定の料金となります。

総務省・都道府県・市区町村
国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査 e-ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

平成22年国勢調査佐渡市実施本部（市役所地域振興課内）☎63－3195（直通）

国勢調査e-ガイド 検索

調査についての
お問い合わせは、
コールセンターまで！！

９月２３日から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布し

１０月上旬に回収に伺います。

国勢調査員は「国勢調査員証」を身につけています。

不審に思われた場合には、佐渡市実施本部（☎63－

3195）までお問い合わせください。

国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください。

国勢調査は みんなで描く 日本の自画像国勢調査は みんなで描く 日本の自画像
（平成22年国勢調査標語）（平成22年国勢調査標語）

国勢調査は みんなで描く 日本の自画像

平成22年10月１日　
　　　　国勢調査スタートです！
平成22年10月１日　
　　　　国勢調査スタートです！

（平成22年国勢調査標語）
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〈
第
３
回
放
鳥
に
向
け
て

　
　
　
　
　
ト
キ
の
野
生
復
帰
訓
練
を
再
開
〉

新
た
に
国
指
定
と
な
っ
た

　
　
　
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す

　
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
野
生
復
帰
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
順
化
ケ
ー
ジ
で
平
成
22
年
３
月

10
日
に
発
生
し
た
テ
ン
の
侵
入
に
よ
る
ト
キ

の
死
亡
事
故
を
受
け
て
、
天
敵
対
策
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
工
事
が
終
了
し

た
た
め
、
ト
キ
を
順
化
ケ
ー
ジ
に
移
動
し
、

飛
翔
、
採
餌
な
ど
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
順
化
訓
練
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
、
第
３
回
放
鳥
候
補
の
ト
キ
14

羽
（
オ
ス
８
羽
、
メ
ス
６
羽
）
が
ト
キ
保
護

セ
ン
タ
ー
（
新
穂
長
畝
）
か
ら
野
生
復
帰
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
さ
れ
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
内
で
ア
ニ
マ
ル
マ
ー
カ
ー
、
脚

環
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
器
な
ど
の
取
り
付
け
作

業
が
な
さ
れ
た
の
ち
順
化
ケ
ー
ジ
内
に
放

さ
れ
、
野
生
復
帰
に
向
け
た
順
化
訓
練
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
野
生
環
境

へ
の
適
応
能
力
が
高
い
と
さ
れ
る
若
い
ト

キ
（
今
年
生
ま
れ
た
０
歳
）
が
４
羽
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
３
か
月
以
上
の
訓
練
期
間
を
経

て
、
11
月
に
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
順

化
ケ
ー
ジ
か
ら
放
鳥
す
る
予
定
で
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
　
生
物
多
様
性
推

進
室
　
ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）

　
☎
63
―
３
７
６
１

佐
渡
金
山
遺
跡
　
戸
地
地
区

 

国
史
跡

　
佐
渡
鉱
山
で
は
、
鉱
山
で
使
用
す
る
機

械
へ
の
電
力
供
給
の
た
め
、
北
沢
火
力
発

電
所
の
ほ
か
、
戸
地
に
も
発
電
所
が
建
設

さ
れ
、
鉱
山
の
動
力
源
と
な
り
ま
し
た
。

戸
地
地
区
は
、
相
川
市
街
地
の
北
約
13
㎞

に
位
置
す
る
戸
地
川
流
域
に
あ
り
、
戸
地

川
の
水
を
利
用
し
た
水
力
発
電
所
が
建
設

さ
れ
た
場
所
で
す
。
こ
こ
に
は
、
上
流
部

の
「
戸
地
川
第
一
発
電
所
」
と
下
流
部
の

「
戸
地
川
第
二
発
電
所
」
の
二
つ
の
発
電

所
が
あ
り
、
送
電
線
に
よ
っ
て
佐
渡
鉱
山

ま
で
電
気
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
建
て
ら
れ

た
戸
地
川
第
一
発
電
所
は
、
現
在
、
建
物

が
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
石
垣
積
の
敷
地
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
礎
の
み
が
残

存
し
て
い
ま
す
。
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

に
建
て
ら
れ
た
戸
地
川
第
二
発
電
所
は
、

斜
面
に
あ
っ
た
発
電
用
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

は
無
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
木
造
平
屋

建
（
地
下
１
階
）
の
建
物
と
、
発
電
に
使

わ
れ
た
発
電
機
、
発
電
用
給
・
排
水
管
な

ど
の
施
設
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戸
地
地
区
の
水
力
発
電
所
は
、
佐
渡
鉱

山
の
急
速
な
発
展
に
と
も
な
っ
て
設
置
さ

れ
た
動
力
設
備
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
建

造
物
で
す
。
鉱
山
の
操
業
中
止
に
伴
い
、
多

く
の
施
設
が
撤
去
さ
れ
る
中
で
、
戸
地
川
第

二
発
電
所
は
、
建
物
と
当
時
の
機
械
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
22
年
２

月
に
国
史
跡
「
佐
渡
金
山
遺
跡
」
に
追
加
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
63
―
５
１
３
６

世界遺産連続講座
（全５回）
入場無料・申込不要

第5回

日時　10月2日(土)

　　　午後1時～3時

会場　金井コミュニティー

　　　センター　大ホール

○「西三川地区文化的景観

　調査報告－植物の特徴－」

　佐渡市文化財保護審議会

　委員 北條睦夫さん
現存する戸地川第二発電所の建物

トキとの共生ルール
①優しく静かに見守りましょう。
②トキに餌づけをしないようにし
ましょう。
③トキを観察するときは地域に迷惑
をかけないようにしましょう。

④繁殖期間は、トキの巣に近づか
ないようにしましょう。ただ
し、農林業等に従事されている
方は、田んぼ等で作業中にトキ
が近くにいても特別な配慮は必
要ありません。

と  

じ 

（写真＝環境省提供）

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

70
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今
年
度
で
、
深
浦
小
学
校
は
98
年
の

歴
史
を
閉
じ
ま
す
。住
民
は
、
愛
着
を
込

め
て
『
深
浦
学
校
』
と
呼
び
ま
す
。７
つ

あ
る
ム
ラ
の
す
べ
て
の
道
は
、
学
校
に

通
じ
て
い
ま
す
。地
域
に
と
っ
て
『
深
浦

学
校
』
は
、
教
育
の
場
で
あ
る
と
共
に
、

人
と
心
を
結
ぶ
た
っ
た
一
つ
の
結
び
目

だ
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
運
動
会
は
、
一

年
に
一
度
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
そ

ん
な
深
浦
の
人
々
の
心
を
熱
く
一
つ
に

束
ね
る
最
大
の
行
事
で
す
。

　「
宣
誓
　
我
々
選
手
一
同
は
、
98
年
の

深
浦
魂
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
の
方
々
や

保
護
者
の
皆
様
が
感
動
す
る
よ
う
な
熱

い
戦
い
を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

　
今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
空
を
吹
き

飛
ば
す
よ

う
に
、
２

人
の
団
長

の
声
が
響

き
渡
り
ま

し

た
。
最

後
の
運
動

会
の
始
ま

り
で
す
。

主

人

公

は
、
26
人

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。そ
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
周
り
を
幾
重
に
も
取
り
巻
く
よ
う

に
、
地
域
の
人
た
ち
の
輪
が
あ
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
母
校
に
来
た
、
に
い
や
ね
え

達
。こ
の
日
を
指
折
り
待
っ
て
い
た
妹
や

弟
、お
じ
い
や
お
ば
あ
達
。

　
も
う
子
ど
も
は
い
な
い
け
ど
、「
深
浦
の

運
動
会
だ
け
は
」
と
「
船
止
め
鍬
止
め
」
を

し
て
駆
け
つ
け
た
近
所
の
大
人
達
。そ
の

誰
も
が
、
運
動
会
と
い
う
晴
れ
の
舞
台
で

競
い
合
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
、
そ
の

成
長
を
共
に
喜
び
、
こ
れ
か
ら
も
健
や
か

で
あ
れ
、
と
願
う
の
で
す
。そ
し
て
、
自
分

た
ち
も
競
技
を
楽
し
み
、
ご
ち
そ
う
を
囲

み
な
が
ら
、
こ
の
時
だ
け
は
日
頃
の
労
苦

を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。地
域

に
と
っ
て
の
「
祝
祭
」、
そ
れ
が
深
浦
の
運

動
会
で
す
。「
地
域
一
つ
に
な
っ
て
の
運
動

会
。こ
れ
が
最
後
だ
と
思
う
と
、
と
て
も
残

念
で
す
。
98
年
の
先
人
達
の
思
い
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
深
浦
で

頑
張
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
。（
地
域
住
民

の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）」

　「
学
校
が
無
く
な
っ
て
も
運
動
会
は
や

ろ
う
」運
動
会
が
終
わ
る
頃
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。そ
ん

な
思
い
を
い
だ
い
た
の
は
、
一
人
や
二
人

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。『
深
浦
学
校
』
を
舞

台
に
、
す
べ
て
の
深
浦
っ
子
に
刻
み
ま
れ

た
「
心
の
故
郷
」
が
、
こ
こ
に
あ
る
か
ら
で

す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

みんなで小木おけさ

 ○警察はＡＰＥＣに向け準備を進めています！

　　2010 年ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力）は、「首脳会議」が 11月

13 日・14 日に横浜市で開催されます。新潟県では 10 月 16 日・17

日に朱鷺メッセ（新潟市）を会場に「食料安全保障担当大臣会合」が開

催されます。テロ・ゲリラなど未然防止のため、不審者や不審物を発

見した場合、速やかに通報してください。

　～不審者は「人相・着衣・特徴・車両ナンバーなど」をメモして通報～

　～不審物は「さわらない・開けない・蹴飛ばさない」で早期通報を～

◆新潟県警察本部・佐渡西警察署（74－0110）・佐渡東警察署（27－0110）

 ○万代島・佐渡汽船へお越しの皆さまへ
　～会合期間中は道路混雑が予想されます～

　　10月 15日 ( 金 ) ～ 10 月 17 日 ( 日 ) の間、朱鷺メッセ周辺の佐渡

汽船へ向かう道路で混雑が予想されます。警察官の指示に従って通

行してください。

　・佐渡汽船利用の方は、乗船時間に余裕を持って出かけましょう。

　・会議場周辺では交通混雑が予想されます。バス・タクシーを利用

し、マイカー乗入れの自粛をお願いします。

多くの尊い命を救うため、献血に
ご協力ください。

　22日（水）

・午前９時30分～11時30分

　市役所真野行政サービスセンター　

・午後１時～３時

　内藤電誠工業株式会社（真野工場）

　23日（木）

・午前９時30分～11時30分

　／午後１時～３時

　パワーズフジミ佐渡店（佐和田）

　24日（金）

・午前９時30分～11時

　佐渡地域振興局農林水産振興部

　農地庁舎（新穂）

・午後12時30分～１時30分

　トキのむら元気館（新穂）

お問い合わせ
　市役所市民生活課　健康推進室

　健康増進係　☎63―3115

９月の献血ご理解とご協力を！

お問い合わせ
　※土・日・祝日を除く午前8時30分～午前5時15分

　新潟市APEC開催推進課　☎025－226－2010

　新潟県警察本部　☎025－285－0110

佐
渡
市
立
深
浦
小
学
校
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佐渡市立中央図書館 ☎63-2800

　
第
２
回
寿
大
学
　
〜
高
齢
期
・
老
後
に
お
け
る

　
生
活
設
計
〜
　
　
　
　
　
　
　  

（
金
井
地
区
）

　
７
月
16
日
、
第
２
回
の
寿
大
学
は
、「
高
齢

期
・
老
後
に
お
け
る
生
活
設
計
」と
題
し
、
お

金
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
新
潟
県
金
融
広
報
委
員
会
か
ら
金

融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
長
谷
川
道
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
高
齢
期
を
取
り
巻
く
環
境
、

人
生
90
年
の
夢
プ
ラ
ン
、
悪
質
商
法
へ
の
注

意
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度
で
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
「
こ
の
時
間
が
一
番
幸
せ
」
と
い
う

生
き
方
を
探
し
、
生
活

設
計
も
思
い
の
ま
ま
作

っ
て
見
直
し
を
楽
し

む
、
身
近
な
医
療
機

関
・
介
護
保
険
の
手
続

き
を
調
べ
て
お
く
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
も
分
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
33
名
が
出
席
し
、
講
師
の
話
に
う

な
ず
く
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
の
満
足

感
と
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
多

く
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
！
　
（
両
津
地
区
）

　
７
月
23
日
〜
30
日
に
か
け
て
、
加
茂
小
学

校
の
プ
ー
ル
を
会
場
に
、
小
学
１
・
２
年
生

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
「
親
子
水
泳
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
、
顔
を
水
に
ま
っ
た
く
つ
け
ら

れ
な
い
と
い
う
よ
り
、
水
を
す
く
っ
て
顔
を

洗
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、

徐
々
に
水
に
慣
れ
、
７
日
間
で
見
事
に
バ
タ

足
で
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ

を
そ
ば
で
支
え
て
い
た
家
族
・
・
・
ほ
ん
の
ち

ょ
っ
と
の
き
っ
か
け
で
子
ど
も
が
す
っ
と
伸

び
て
ゆ
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
・
主
催
者
と
も
う
れ
し
い
気
持
ち
い
っ
ぱ

い
で
教
室
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　発案から約7年かけてま
とめた前編「片野尾の歴史
と風土」後編「片野尾誌」
からなる500頁の郷土資料
です。各図書館に寄贈いた
だきました。ありがとうご
ざいました。

　2004年～2009年までの
6年に渡って撮りためた作
品を、小木港祭りを中心に
180点を編集した写真集で
す。小木の魅力が充分に感
じられます。

　子どもの読書活動を推進するため、すでに活動している読書ボランティ
アのさらなる質の向上を目指して講座を開催します。今年度は、まだボラ
ンティアにはなかなか出られないけれど、初めての方や絵本の勉強をした
い方も歓迎します。特に第1回目の講座は、小さなお子さまをお持ちの
方、または子どもたちとかかわっている方、絵本に興味のある方、どなた
でも参加できます。子どもに本を手渡すことの意義や重要性を知ることが
できます。2回目以降は継続して出席できる方に限ります。

子ども読書ボランティアリーダー養成講座がはじまります

新刊紹介

主催  新潟県教育委員会　　主管  佐渡市立中央図書館

（郷土資料）

○『佐渡の海村 風土記』
片野尾誌

金子淑子著
○写真集『佐渡國小木港祭り』

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）

回 期　日 内　容 講　師

1

2

3

4

5

10／ 9（土）

10／16（土）

10／23（土）

10／30（土）

11／13（土）

お話はこころの畑の種まき
　―　子どもと文学　－

野の花文庫代表
新潟大学名誉教授　真壁伍郎さん

中央図書館　館長　渡辺日出子

新潟大学非常勤講師　
錦　恵美子さん

絵本の与え方
　「絵本」とは
絵本論　～子どもがおもし
ろいと思う絵本について～
「絵本」の豊かで楽しいバッ
クボーンについて
学校や図書館のボランティア
について

時間　午後 1時 30 分～3 時 30 分　　会場　中央図書館２階 講座室　

申込方法　10月2日 ( 土 )までに中央図書館へお申し込みください

　☎ 63－2800　FAX 63－2552　メール k-c.library@city.sado.niigata.jp  
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朱鷺と暮らす親善大使の里田まいさん
　　　　　　　　佐渡Ｋｉｄｓ生きもの調査隊と交流

　8月5日、「朱鷺と暮らす親

善大使」のタレント・里田ま

いさんが、生きもの調査を行

いました。

　里田さんは５月に田植えを行った田んぼ周辺の草刈りをした

後、新穂地区のビオトープに移動。市内の小学４～６年生で構

成する佐渡Ｋｉｄｓ生きもの調査隊のメンバーと一緒に、網で

生きものを捕まえ、調査を行いました。子どもたちは里田さん

に生きものの名前や特徴を話すなどし、和やかに交流していま

した。

　

誓いの言葉
新成人代表
柴坂高志さん

成人おめでとう
　8月15日、アミューズメント佐渡を

会場に、平成22年度佐渡市成人式が

行われました。新成人496人が出席

し、成人の

門出を祝い

ました。

　お知らせ

司法書士による無料法律相談　
★面談方式です。

　事前にご予約ください。

日時　9月27日（月）～30日（木）
　　　午後１時～午後５時

場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、

担保権の設定等の手続き

・金銭の貸し借り、借地・借家等の

トラブルの申し立て

・多重債務者の調停、訴訟、自己破

産等による救済の申し立て

その他、お気軽にご相談ください

お問い合わせ　
司法書士会佐渡支部 ☎55－3117

両津七夕・川開き
　8月7日・8日に、両津夷商店街などで両津七夕・川開きが開催

されました。子供山車パレードや、ふるさと民謡流し、鬼太鼓、

大花火大会などで、まつりは盛り上がりました。まつり前の７月

30日には、近所のお年寄りが集まり、県

の天然記念物「村雨の松」周辺の草刈り

作業が行われました。きれいになった松

周辺では近所の子どもたちと一緒にラジ

オ体操で汗を流す姿が見られました。

「離島甲子園」に佐渡選抜チームが出場しました！
　8月18日から21日にかけて、国土交通大臣杯第３回全国離島交

流中学生野球大会（離島甲子園）が鹿児島県種子島で開催され、

全国の離島から出場の17チームによるトーナメント戦が行われま

した。佐渡からは、島内10校から選抜された18名の選手が佐渡選

抜チームとして出場し、トーナメント２回戦で、準優勝した地元

の種子島中学校に惜しくも２－３で敗れましたが、試合終了後、

健闘した佐渡選抜チームにス

タンドから大きな拍手が送ら

れました。来年の第４回大会

は、瀬戸内海の愛媛県上島町

で開催される予定となってい

ます。来年もみなさんのご声

援をよろしくお願いします。

　お知らせ    こころの健康相談会のお知らせ
　専門医（精神科医）によるこころの健康相談会を開催します。

心に関するお悩みのある方と、そのご家族が対象です。相談は無

料ですが、事前の予約が必要です。時間の都合で、４人ほどで締

め切らせていただきます。９月22日（水）までに電話等でご予約く

ださい。秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

日時　９月27日（月）午前９時30分～11時30分
会場　金井コミュニティセンター
申込み・お問い合わせ　市役所社会福祉課　障がい福祉係　☎63－
5113または各支所市民課まで

地区      対象者       地区       対象者

169人

78人

85人

75人

47人

41人

56人

44人

45人

43人

計683人

地
区
別
対
象
者

両 津

相 川

佐和田

金 井

新 穂

畑 野

真 野

小 木

羽 茂

赤 泊

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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MANO補聴器 55－3820
080－2037－3367

　　
小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
通
院
分
を

助
成
し
て
い
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

を
、
９
月
１
日
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
の
助

成
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
拡
大
対
象
の
受
給
者
証
は
、
す
で
に
対
象

児
童
の
保
護
者
と
な
る
方
な
ど
に
郵
送
し
ま

し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
受
給
者
と
な
る
に
は
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
証
の
変
更
に
よ
る
受

給
者
証
の
更
新
な
ど
、
必
要
な
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
市
民
生
活
課
　

健
康
推
進
室
　
健
康
増
進
係
☎
63
―
３
１
１
５

　
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
人
材
の

育
成
や
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
、
社

会
福
祉
従
事
者
な
ど
の
資
格
の
取
得
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る

日
に
お
い
て
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
に

掲
げ
る
資
格
取
得
後
に
市
の
福
祉
事
業
や

活
動
な
ど
に
協
力
で
き
る
方
。
た
だ
し
、

他
に
受
験
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

①
社
会
福
祉
士
　
②
介
護
福
祉
士
　
③
社

会
福
祉
主
事
　
④
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
　
⑤
そ
の
他
市
長

が
必
要
と
認
め
る
資
格

補
助
対
象
経
費
　
平
成
22
年
４
月
以
降
で
、

資
格
を
取
得
し
た
年
度
ま
た
は
受
講
を
終

了
し
た
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
の
資
格
取

得
に
要
し
た
受
験
料
ま
た
は
受
講
料
お
よ

び
旅
費

補
助
金
の
額
　
受
験
な
ど
に
必
要
な
経
費
に

２
分
の
１
を
乗
じ
た
額
と
し
、
５
万
円
を

限
度
（
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

　
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
高
齢
福
祉
課
　

　
介
護
保
険
係
　
☎
63
―
３
７
９
０

　
本
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
新
た

に
支
給
対
象
と
な
っ
た
子
ど
も
（
中
学
２
年

生
と
３
年
生
の
子
ど
も
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

ご
家
庭
に
は
、
４
月
に
当
該
世
帯
の
世
帯
主

宛
に
手
続
き
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
９

月
30
日
（
木
）
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、
４

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
支
給
し
ま

す
の
で
、
至
急
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は

最
寄
り
の
支
所
市
民
課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
４
月
の
ご
案
内
時
に
申
請
書
類
を

同
封
し
て
い
ま
す
が
、
紛
失
な
ど
さ
れ
た
方

は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
ど
も
手

当
の
申
請
は
子
ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
社
会
福
祉
課
　

　
子
育
て
支
援
係
　
☎
63
―
５
１
１
３

「子どもの人権相談日」
開催のお知らせ

有
　
料
　
広
　
告

補聴器相談会

　いじめ、体罰、不登校、虐待など、心

配ごとやお困りのことがありましたら、

お気軽にご相談ください。

日時　９月26日（日）午前10時～午後３時

場所　佐渡中央会館（河原田本町）

内容　子どもの人権相談（子ども・保護者など）

相談担当者　人権擁護委員

　　　　　 （子どもの人権担当委員）

お問い合わせ　

新潟地方法務局佐渡支局 ☎ 74―3787

無料・秘密厳守

9月15日水曜日
赤泊支所　 10時から正午
羽茂公民館 13時から15時

9月21日火曜日
相川開発センター　9時から正午

ご協力ありがとうございました
　佐渡市加茂歌代地区におきまして、４月10日
より6月30日まで無料回収を開催させていただ
き、7月29日をもちまして島外への完全撤収を
完了しました。
　島内の不法投棄撲滅にご協力いただき、あり
がとうございました。

　
エコ・アース　☎025－278－9543
新潟市江南区亀田東町3丁目3番51号

有
料
広
告
掲
載
の
お
申
し
込
み
は
　
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
ま
で
　
☎
63
―
３
１
１
１

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福
　
祉
　
健
　
康

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を

拡
大
し
ま
し
た

社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

子
ど
も
手
当
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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「
ひ
ま
わ
り

フ
ァ
イ
ル
」
と

は
、
障
が
い
や

発
達
上
の
課
題

な
ど
に
よ
り
支

援
が
必
要
な
方

の
た
め
の
、
書
き
込
み
式
情
報
フ
ァ
イ
ル
で

す
。
関
係
機
関
に
よ
る
一
貫
し
た
支
援
を
実

現
す
る
た
め
に
、
佐
渡
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
が
作
成
し
ま
し
た
。
市
役
所
障
が
い
福

祉
担
当
窓
口
ほ
か
関
係
機
関
で
、
保
護
者
の

方
へ
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
主
な
内
容

・
お
子
さ
ま
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
発
達
の
経

過
、
医
療
の
記
録
な
ど
の
記
入
欄

・
自
立
生
活
に
向
け
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
生
活
・
健
康
管
理
・
余
暇
・
人
間
関
係
な
ど
）

・
相
談
の
記
録
、
保
育
の
記
録
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
支
援
記
録
欄

・
相
談
機
関
・
親
の
会
の
連
絡
先
な
ど

■
特
長
と
利
用
法

・
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
子
さ
ま
の
状

態
や
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
状
況
を
記
録

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関

か
ら
提
供
さ
れ
た
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

記
録
を
つ
づ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
成
長
の

過
程
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
関
係
機
関
は
、
フ
ァ
イ
ル
を
見
て
、
お
子

さ
ま
の
状
態
を
正
確
に
把
握
し
、
適
切
な

支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
保
護
者
・
関
係
機
関
は
、
共
通
認
識
が
深

ま
り
、
成
長
過
程
に
応
じ
て
一
貫
し
た
養

育
・
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
「
ひ
ま
わ
り
フ
ァ
イ
ル
」
の
入
手
方
法

　
配
布
場
所
は
、
市
役
所
障
が
い
福
祉
担
当

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

は
佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ひ
ま
わ
り

フ
ァ
イ
ル
」
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
社
会
福
祉
課
　
障

が
い
福
祉
係
　
☎
63―

５
１
１
３ 

ま
た
は

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
障
が

い
福
祉
担
当
窓
口

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
が
、
風

水
害
や
火
災
、
事
業
の
休
廃
止
や
失
業
等
の

事
由
で
、
一
時
的
に
保
険
税
の
納
付
や
医
療

機
関
で
の
一
部
負
担
金
の
窓
口
支
払
い
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
減
免
な
ど
負
担
を
軽
減
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
市
民
生
活
課 

国
保
係（
一
部
負
担
金
）

　
☎
63―

５
１
１
２

市
役
所
税
務
課
　
収
納
係
（
保
険
税
）

　
☎
63―

５
１
１
０

【
市
営
住
宅
】

◆
浦
津
住
宅
（
赤
泊
）

　
　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
徳
和
２
３
５
１
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
12
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
号
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◆
小
熊
住
宅
（
赤
泊
）

　
　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
徳
和
６
４
７
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
17
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
２
号
）

　
月
額
家
賃
　
３
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当

窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
９
月
30
日
（
木
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
10
月
下
旬
（※

応
募
数
に
よ

り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
市
内
在
住
の
連

帯
保
証
人
と
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

が
必
要
で
す
。

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
建
設
課

　
建
築
住
宅
係
　
☎
63―

５
１
１
８
　
ま
た

は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住

宅
担
当
窓
口
へ

※
浦
津
住
宅
は
①
②
③
⑤
、
小
熊
住
宅

は
①
②
④
⑤
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課
（
市
税
等
）
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
等
は
21
万

４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

④
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

■温水プール

■トレーニング室・体育館
※毎週月曜日はプール休館日

午前8時30分～午後9時30分

■人工芝テニスコート
午前8時30分～日没

平日（火～金）

土曜

日曜、祝日

午後 1時～午後8時

午前10時～午後8時

午前10時～午後5時

お問い合わせ　佐渡スポーツハウス
　☎55－2566（佐渡市吉岡1675）

スポーツの秋！　
佐渡スポーツハウスをご利用ください
スポーツの秋！　
佐渡スポーツハウスをご利用ください

福
　
祉
　
健
　
康

お
　
知
　
ら
　
せ

個
別
支
援
フ
ァ
イ
ル

「
ひ
ま
わ
り
フ
ァ
イ
ル
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
に
は

　
　
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
上
の
証
明
等
に

使
用
さ
れ
る
計
量
器
（
は
か
り
）
に
つ
い

て
、
２
年
に
１
回
必
ず
定
期
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
検
査
の
実
施
年
度
で
す
。
前
回
受

検
さ
れ
、
今
年
度
も
対
象
器
物
を
使
用
し
て

い
る
方
へ
は
社
団
法
人
新
潟
県
計
量
協
会
か

ら
９
月
下
旬
に
案
内
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
の

で
、「
対
象
と
な
る
計
量
器
」「
検
査
手
数
料
」

「
案
内
ハ
ガ
キ
」
を
持
参
し
、
指
定
さ
れ
た

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
計
量
器

の
持
ち
運
び
が
困
難
等
の
理
由
で
定
期
検
査

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
こ
れ
に
代
わ
る

「
計
量
士
に
よ
る
検
査
（
代
検
査
）
」
の
受

検
も
で
き
ま
す
。
代
検
査
は
、
受
検
者
が
直

接
計
量
士
と
費
用
や
日
程
等
を
協
議
し
た
う

え
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
不
明
な
点
や
、
対
象
と
思
わ
れ
る
計
量
器

を
ご
使
用
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
観
光
商
工
課 

商

工
振
興
係
（
第
２
庁
舎
）
☎
63
―
５
１
１
６

　
職
場
内
の
信
頼
関
係
構
築
や
部
下
の
指

導
・
育
成
、
結
果
を
出
す
会
議
の
運
営
な

ど
、
管
理
者
・
リ
ー
ダ
ー
が
部
下
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
効
果
的
に
と
る

た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
体
験
的

な
演
習
を
中
心
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
修
期
間
【
全
２
日
間
】

　
第
１
回
／
10
月
13
日
（
水
）
　

　
第
２
回
／
11
月
２
日
（
火
）

会
場
　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
両
津

支
所
と
な
り
）

対
象
者
　
管
理
者
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー

受
講
料
　
２
万
１
０
０
０
円
（
税
込
）

　
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
中
小
企
業
大
学
校
三
条
校

研
修
担
当 

☎
０
２
５
６
―
３
８
―
０
７
７
３

／
F
A
X
０
２
５
６
―
３
８
―
０
７
７
７

　　
国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
政
令
指

定
市
、
高
速
道
路
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
、

平
成
22
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
自
動

車
の
使
わ
れ
方
や
道
路
の
状
況
な
ど
を
調
べ

る
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
「
道
路

交
通
セ
ン
サ
ス
」
を
全
国
を
対
象
に
実
施
し

ま
す
。
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
は
、

将
来
の
道
路
計
画
や
都
市
計
画
等
を
策
定
す

る
上
で
の
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
、
い
わ
ば
道
路
に

関
す
る
国
勢
調
査
と
し
て
、
昭
和
３
年
か
ら

始
ま
り
、
お
お
む
ね
５
年
に
一
度
の
割
合
で

実
施
し
て
い
る
全
国
的
な
規
模
の
調
査
で
あ

り
、
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
全
国
の
自
動

車
を
お
持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
定

（
１
０
０
台
あ
た
り
約
２
台
の
割
合
）
さ
れ

た
方
の
ご
家
庭
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
行
い

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整

備
局
新
潟
国
道
事
務
所
調
査
課
　
☎
０
２
５

―
２
４
６
―
７
７
６
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.m
lit.g
o.jp/road

/h
2
2
cen
su
s/

日
時
　
10
月
２
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場
　
自
動
車
整
備
振
興
会
佐
渡
分
室
（
八

幡
２
０
７
５
―
１
）

参
加
費
　
無
料
（
参
加
者
に
は
マ
イ
カ
ー
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
車
内
消
臭
剤
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
）

定
員
　
１
０
０
名

申
込
方
法
　
お
近
く
の
自
動
車
整
備
工
場

ま
た
は
自
動
車
整
備
振
興
会
佐
渡
分
室

（
☎
52
―
３
０
６
１
）
へ

申
込
期
限
　
９
月
27
日
（
月
）

・
点
検
作
業
は
簡
単
な
実
習
作
業
も
あ
り
ま

す
の
で
、
作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
自
動
車
整
備
振
興
会
佐
渡

分
室
　
☎
52
―
３
０
６
１

10／４

検査日 受付時間 検査会場 区域

午後2時～4時
デイサービスセンターかんぞう
（鷲崎1781-3）

相川自然休養村管理センター
（相川高千連絡所）(高千1014-1)

相川体育館（相川栄町1番地）

佐和田体育館（河原田本町394）

両津総合体育館（梅津2343-1）

真野行政サービスセンター
（公用車車庫）（真野新町489）

旧新穂地区公民館（新穂体育館
となり）（瓜生屋501）

羽茂農村環境改善センター
（羽茂本郷617）

小木地区公民館
（小木町1940-1）

赤泊行政サービスセンター
（公用車車庫）（徳和2376-3）

松ヶ崎総合センター（松ヶ崎出
張所）（多田262-10）

畑野母子健康センター（畑野
甲531-2）

両津総合体育館（梅津2343-1）

金井西部地区コミュニティーセ
ンター（能楽堂）（中興甲371）

午前9時～11時

午前9時～11時

午前9時～11時

午前9時～11時

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時

午後2時～4時

午後1時～4時

午前9時～11時
30分

午前9時～11時
30分

午前9時～11時
30分

午後2時～4時

午後2時～4時

午前9時～正午

午前9時～正午

午前9時～正午

午前9時～正午

10／5

10／6

10／7

10／8

10／12

10／13

10／14

10／15

10／18

10／19

10／20

10／21

10／22
予備日

両津

相川

金井

佐和田

両津

真野

新穂

羽茂

小木

赤泊

畑野

両津

はかり定期検査　日程

お
　
知
　
ら
　
せ

特
定
計
量
器（
は
か
り
）定
期
検
査
を

行
い
ま
す

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
お
知
ら
せ

　
〜
快
適
な
道
路
利
用
の
た
め
の
調
査
で
す
〜

佐
渡
市
・
中
小
企
業
大
学
校
三
条
校
共
催

佐
渡
経
営
塾「
管
理
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」受
講
者
募
集
！

自
分
の
ク
ル
マ
は
自
分
で
守
る

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
開
催
！

同
時
開
催 

無
料
点
検
・
ク
ル
マ
整
備
相
談
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消費生活講座
　近年、インターネットを利用した個人の犯罪が増

加し、これに普通の人が関わっているなど社会的に

大きな問題となっています。不正商品についてどの

ような問題が起き、またどのような対策を講じてい

るのか詳しく解説します。

　※模倣品・海賊版の展示を行います。

日　時　10月5日（火）午後１時30分～3時
会　場　アミューズメント佐渡　はまなすホール
参加料　無料
第１部「著作物の私的使用と権利侵害－著作物の

コピー・ダウンロード、やっていいこと、や

ってはいけないこと－」

　　講師　日本弁理士会執行理事　　中川裕幸さん

　第２部「不正商品（模倣品・海賊版）問題について」

　　講師　日本弁理士会産業競争力推進委員会副委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　松井孝夫さん

お問い合わせ　市役所総務課市民相談室　
　消費生活センター係（佐和田行政サービスセンター内）

　☎57－8143

平成22年10月から
米トレーサビリティ法が施行されます
　平成22年10月１日から、米トレーサビリティ法の

対象品目となる米（玄米、精米、砕米など）や、米

加工品（米飯類、米粉、もち、だんご、米菓、清酒

など）の仕入れ・販売などを行う事業者は、その記

録を原則３年間保存することが義務化されます。

（産地情報伝達は、平成23年７月１日から義務化）

　対象事業者は米生産者、飲食店などの米飯類提供

事業者、米・加工品の製造事業者および販売事業者

などで、対象品目を取り扱うすべての事業者が該当

します。

○関連情報　農林水産省ホームページ
　http://www.maff.go.jp/j/soushoku/keikaku/

　kome_toresa/index.html

お問い合わせ　北陸農政局新潟農政事務所　
　　佐渡統計・情報センター　☎63－2561

環境教育・環境学習指導者研修会 参加者募集
　環境教育・環境学習の指導者としての知識や技能

の向上を図るとともに、参加者同士の交流を図るこ

とを目的として開催します。

日時　10月17日（日）　午前10時～午後4時
会場　佐渡島開発総合センター　２階　第２研修室
　　　（両津支所となり）

内容　環境教育の意義、トキの野生復帰について学ぶ
・午前10時～　講義　「環境学習の歴史」

　講師　新潟大学教育学部　教授　宮薗　衛 さん

・午前11時～　意見交換会

・午後1時～　フィールドワーク（トキ関係）

募集人員　25名（定員になり次第締め切ります）
申込締切　10月4日（月）
○当日は、昼食、長靴、雨具等を持参してください。

申込み・お問い合わせ　市役所環境対策課 環境企画係
　☎63－3113　FAX63－3300　　

　メール　s-kankyo@city.sado.niigata.jp

「トキが住む島の建築（仮称）」の講演会
　佐渡地域振興局では「トキが住む島の環境保全事

業」の一環として、佐渡産材の活用と環境の関わり

をテーマに講演会を開催します。入場無料です。

日時　11月7日(日)　午後1時30分～午後3時
会場　トキのむら元気館(新穂瓜生屋362－1)
講師　長岡造形大学建築・環境デザイン学科　
　　　後藤哲男 教授

内容　佐渡産材の活用と環境保全や住宅などの設計
の考え方について、写真などを交えながらの講演

です。

申込締切　10月22日(金)まで
定員　100名（定員になり次第締め切ります。な
お、講演会の参加者には粗品を差し上げます。）

申込み・お問い合わせ　佐渡地域振興局農林水産振興部
　林業振興課　☎74－3450　FAX74－4403

写真集「佐渡の原生林 霧が育てた森」

　大佐渡山脈の檀特山付近の県有林などの杉や花の写真集「佐渡
の原生林　霧が育てた森」が完成しました。
　昨年、新潟大学演習林以外にも杉の原生林があると話題にな
り、この原生林を観光交流人口の増加につなげるために作成した
写真集です。市民の方で写真集をご希望の方は、市役所観光商工
課、各市所・行政サービスセンターにて、１冊1000円で販売し
ています。ご利用ください。
お問い合わせ　市役所観光商工課 観光振興係（第2庁舎）☎63－5116

自然の神秘をご覧ください
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第３代佐渡市東京事務所長の誕生
　去る7月10日首都圏佐渡連合会役員会において第３代東京事務

所長誕生の人事異動が行われました。佐渡市東京事務所の運営に

ついては、佐渡市から首都圏佐渡連合会が委託を受けて取り行っ

ています。

　今回、坂田正通所長が首都圏佐渡金井会の会長に就任、その後

任として榎谷端夫氏（小木出身、駐在員、産業振興部会部会長）

が就任しました。一層盛んな活動が期待されます。

　佐渡市東京事務所は、「佐渡市が推進する観光、文化・芸能、

産業振興等に関して首都圏への情報発信またはこれらの情報収集」

を行ってきています。東京事務所駐在員は常駐要員3名（他に非

常時対応要員1名）が日替わりで1名ずつ常駐しております。役割

を果たすためには首都圏佐渡連合会の組織挙げてのバックアップ

が必要になります。中心となる組織が郷土連絡委員会（27名で構

成）です。

　観光、文化・芸能、産業振興についてそれぞれ部会を組織し、

各部会の部会長が活動をまとめていますが、同時に東京事務所の

駐在員を務めています。講演会などの活動拠点となる場所を東京

事務所の一坪足らずを手掛かりにして確保の工夫をしています。

　会社組織、役所組織いずれでもない任意団体の首都圏佐渡連合

会が60歳、70歳台中心の佐渡出身者により活動するにあたり、

首都圏佐渡連合会

会長のもと事務局

と東京事務所とが

協議しながら統率

を取っているとこ

ろです。

（文責：本間厚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
お
さ
ど
丸
故
障

　
お
盆
前
、
帰
省
で
ご
っ
た
返
す
11
日
の
佐
渡
汽
船
お

お
さ
ど
丸
の
故
障
は
、
佐
渡
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
脆
弱

さ
を
露
呈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
12
日
に
な
っ
て
修
理
復
旧
に
は
２
か
月
を
要
す
る
と

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
驚
い
て
翌
13
日
に
知
事
に
連
絡
を

取
っ
た
後
、
急
き
ょ
県
庁
で
大
野
副
知
事
に
面
会
し

（
副
知
事
は
直
ち
に
上
京
さ
れ
、
代
替
船
対
応
な
ど
こ

の
要
望
を
国
に
つ
な
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
）
、
そ
の

足
で
新
任
の
北
陸
信
越
運
輸
局
長
に
も
面
会
で
き
ま
し

た
。
両
津
新
潟
航
路
で
は
、
長
い
間
フ
ェ
リ
ー
２
隻
体

制
に
合
わ
せ
て
島
民
の
生
活
や
観
光
客
の
入
り
こ
み
パ

タ
ー
ン
が
決
ま
っ
て
い
て
、
１
隻
体
制
に
な
る
と
島
の

全
て
が
狂
い
ま
す
。

　
そ
の
日
の
帰
り
、
新
潟
港
で
は
船
待
ち
の
人
々
や
車

で
大
混
乱
、
食
っ
て
掛
か
る
人
々
の
怒
号
が
飛
び
交

い
、
佐
渡
観
光
に
力
を
入
れ
て
き
た
矢
先
に
、
大
き
な

痛
手
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
翌
日
は
さ
ら
に
混
乱
が
頂
点

に
達
し
て
、
市
役
所
に
も
ク
レ
ー
ム
が
殺
到
し
ま
し
た
。

　
佐
渡
市
と
県
振
興
局
で
は
、
急
き
ょ
８
月
15
日
と
16

日
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
通
路
に
臨
時
給
水
所
を
設
け
、

氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち
込
み
、
関
係
職
員
総
出
で
冷
た

い
飲
み
物
を
配
る
こ
と
で
少
し
で
も
お
客
様
の
つ
ら
さ

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
つ
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
直
ち
に

「
佐
渡
航
路
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
８
月
19
日

に
第
１
回
対
策
本
部
を
開
い
て
、
今
後
の
対
応
を
協
議

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
お
さ
ど
丸
故
障
は
、
島
に
と
っ
て
汽
船
の

存
在
の
重
要
性
と
船
だ
け
に
頼
ら
な
い
交
通
の
あ
り
方

を
考
え
さ
せ
る
事
件
で
す
。

写真左から、小路徹、
名畑榮雄、榎谷端夫、
元田利夫、各駐在員

みんな集まろう
東京新潟県人会100周年記念　
「新潟県人会大交流祭」
　今年は、新潟県人会で最大の組織「東京新潟

県人会」設立100周年の年です。この機会に、

新潟を愛してやまない国内外の新潟県人会と新

潟県民とが一堂に会し、互いの絆を深め合い、

さらなる交流促進を図る「新潟県人会大交流祭」を

開催します。皆さん、ぜひご参加ください！

開催日・会場　
・前夜祭　9月24日（金）古町モール内

・９月25日（土）・26日（日）新潟市「朱鷺メッ

セ」新潟コンベンションセンター

お問い合わせ
・新潟県知事政策局広報広聴課

　☎025－280－5013 

・東京新潟県人会　☎03－3832－7619

9月24日　プログラム
記念植樹祭（会場：新潟市「ハードオ

フ エコスタジアム新潟」ふるさと

の森）

新潟県内外の有志による民謡踊り・

流し競演、新潟総踊り（会場：古町

モール内）

9月25日 プログラム
記念式典

大物産展

ふるさと芸能大会（第一部）

オペラ　「夕鶴」

記念対談 浅島誠さん・星野知子さん

映画・ＤＶＤ上映

9月26日 プログラム
大物産展

大交流会

ふるさと芸能大会（第二部）

米村でんじろうサイエンス教室

朗読コンサート

映画・ＤＶＤ上映

大抽選会

15:00～15:30

18:00～20:00

11:00～12:00

10:00～17:00

16:00～21:00

15:00～18:00

14:00～15:30

10:00～17:00

10:00～17:00

15:00～21:00

9:00～12:00

10:00～13:00

13:00～15:00

10:00～17:00

15:00～16:00

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

新潟に住む人、新潟から旅立った人、そして新潟を想う人

（題字　髙野宏一郎）

首都圏情報コーナー

No.
47
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 7.20～8.16届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

7.9

7.14

7.17

7.21

7.22

7.27

8.1

8.3

8.3

8.4

8.5

7.25

7.27

8.2

8.3

麗美

一浩

延夫

雅信

貴広

正夫

博之

英之

英之

雄一郎

貴士

貴伸

徹

和典

茂樹

両　津

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

相　川

　〃　

佐和田

　〃

　〃

　〃

両津湊

春日

加茂歌代

両津湊

梅津

浜田

羽吉

加茂歌代

加茂歌代

相川下戸村

北狄

長木

河原田本町

窪田

上矢馳

（れいじ）

（ゆうと）

（ゆうま）

（あいみ）

（のぞみ）

（なおき）

（だいき）

（さやか）

（すずか）

（ゆいな）

（しほ）

（しどう）

（まな）

（かな）

（いっさ）

髙　野　麗　慈

半　田　悠　斗

池　田　勇　真

齋　藤　愛　心

長　嶋　希　実

髙　橋　直　生

髙　津　大　樹

辻　　　彩　花

辻　　　涼　花

池　田　結　夏

齋　藤　志　穗

土　屋　志　道

和　田　真　奈

末　武　夏　奈

高　野　樹　冴

7.20

7.21

7.24

7.29

7.31

8.4

8.4

8.4

8.4

8.6

8.7

8.8

8.8

8.8

8.8

8.9

8.10

8.10

8.11

8.11

8.11

8.11

8.12

8.13

7.26

7.29

8.1

8.2

8.9

8.9

8.11

8.11

8.11

8.12

8.13

8.15

7.24

7.27

7.30

8.2

8.2

104

75

84

95

81

70

81

70

76

76

76

75

80

81

86

96

93

79

87

93

79

101

70

88

100

77

92

85

82

93

87

75

87

95

94

86

90

88

64

88

83

両　津

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

相　川

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

佐和田

　〃

　〃

　〃　

　〃

北鵜島

立野

椿

両津夷

両津大川

椎泊

両津夷

原黒

梅津

椎泊

浦川

両津湊

両津福浦二丁目

梅津

旭

馬首

春日

秋津

両津夷

玉崎

住吉

両津夷

春日

両津湊

石花

北川内

入川

稲鯨

相川栄町

達者

石名

稲鯨

石名

岩谷口

相川柴町

相川二町目

河原田本町

青野

河原田本町

河原田本町

沢根五十里

本　間　カ　ネ

小　路　文　子

佐　藤　千代美

齋　藤　　　進

仲　山　與　市

伊　東　宗　雄

丹　穗　キクエ

三　輪　一　幸

村　田　　　勇

椎　　　キクノ

川　端　良　一

坂　野　フキ子

山　本　ヤエ子

小　池　武　子

佐々木　松五郎

齋　藤　ツ　マ

秀　方　仙之助

木　下　　　登

長　嶋　ハツエ

長　嶋　儀　市

間　　　キ　ヨ

木　村　ス　ミ

塩　田　佐智子

野　澤　　　雄

小　松　キ　ヨ

小間口　次　繁

樋　口　ユ　キ

岩　﨑　和　惠

窪　田　フ　ジ

濱　辺　利　江

本　間　タ　ツ

本　間　ミ　チ

本間　佐左エ門

長　登　ヨ　シ

齋　藤　サ　ト

本　間　フ　サ

池　野　與　男

佐　藤　シ　ゲ

池　　　偉登代

後　藤　芳　子

末　武　サダノ

8.8

8.8

6.6

7.27

8.2

8.7

8.9

8.9

7.23

7.28

8.5

8.5

8.9

8.9

7.20

7.22

7.25

7.26

7.29

8.12

8.14

7.25

8.1

8.6

8.9

8.15

7.21

7.23

7.25

7.25

8.11

8.12

7.21

8.7

8.15

7.31

8.3

8.4

8.7

8.8

8.13

78

56

82

90

86

70

99

73

81

81

87

70

93

69

89

69

91

94

96

90

89

97

93

83

90

61

93

100

84

84

87

81

52

88

90

79

90

96

57

96

89

佐和田

　〃　

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

畑　野

　〃

　〃

　〃　

　〃

　〃

　〃　

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃　

小　木

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

羽　茂

　〃　

　〃　

赤　泊

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

中原

中原

泉

吉井

吉井本郷

千種

千種

中興

上新穂

新穂武井

下新穂

新穂大野

新穂潟上

新穂潟上

小倉

栗野江

畑野

畑野

松ヶ崎

目黒町

畑野

真野新町

四日町

真野

真野新町

真野

小木町

小木町

小木町

小木堂釜

小木町

琴浦

羽茂大橋

羽茂三瀬

羽茂三瀬

下川茂

上川茂

下川茂

赤泊

大杉

三川

若　林　達　夫

兒　玉　　　誠

北　見　雅　男

神　山　精　一

松　井　フサエ

本　間　正　治

大　屋　儀　作

鈴　木　　　平

米　田　サ　ト

土　屋　吉　雄

影　山　秋　子

本　間　儀　一

熊　谷　　　勉

菊　池　一　枝

近　藤　チ　ヨ

土　屋　重　司

大　間　輝　男

和　泉　ス　ギ

榎　　　フ　テ

野　口　サツミ

中　川　マ　ツ

逸　見　セ　ツ

本　間　政　春

佐々木　哲　雄

笠　井　新一郎

髙　野　　　夫

松　村　宗　治

中　川　ヱ　ツ

古　玉　キ　ヌ

金　子　嘉津雄

本　間　チ　ヨ

藤　田　萬　司

山　田　　　優

早　川　　　要

市　川　田鶴枝

風　間　千　照

池　野　　　淳

古　東　ツ　ユ

中　川　浩　二

銅　　　テ　ル

佐々木　敬一郎

8.5

8.9

7.4

8.4

7.9

7.20

8.6

7.15

7.15

8.3

7.12

7.14

7.16

7.24

7.29

8.4

大希

弘行

紀幸

唯大

光裕

和順

諭

和広

健一

章裕

翔

俊之

賢一

武嗣

昌志

英司

佐和田

　〃　

金　井

　〃　

新　穂

　〃

　〃　

畑　野

　〃

　〃　

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　

八幡

東大通

泉

大和

新穂青木

新穂潟上

新穂青木

多田

栗野江

畑野

真野新町

豊田

西三川

吉岡

吉岡

真野新町

（ゆうと）

（ゆいか）

（かいせい）

（かの）

（せいげつ）

（しょうおう）

（しんじ）

（ゆうま）

（けいご）

（くうあ）

（りつ）

（ひろや）

（りまと）

（あたか）

（まもる）

（えいと）

齋　藤　友　都

渡　邊　優依果

内　田　海　聖

渡　邉　佳　能

土　屋　聖　月

石　川　祥　央

山　田　真　司

山　本　悠　真

細　野　圭　吾

大　地　空　綺

森　﨑　　　律

若　林　昊　哉

金　子　莉　的

金　子　あた夏

目　後　　　護

加　藤　英　斗

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

届出日
6.6
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佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成22年9月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30㎢（平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

お問い合わせ  市役所地域振興課
　　　　　　（情報政策係）☎63-5139

アドレス sado@psmail.jpに空メールを送
ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

毎月第1・3金曜 午後5時から　さどチャン内で 放送中！
「助けてドクター！」
育児に関するお悩みを解決します！お気軽に投稿くださいね☆
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

住宅用火災警報器の設置が義務づけられています！
■ なぜ住宅に火災警報器が必要なの？
・住宅火災で亡くなった方の約６割が逃げ遅れによるもの！
逃げ遅れによる被害を減少させるため消防法が改正され、全ての
住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられています。

■ いつまでに設置しなければならないの？
・新築住宅は平成18年6月１日から義務化済みです。
・既設住宅は平成23年5月31日までに設置しなければなりません。

■ 設置の効果は？
・住宅用火災警報器を設置することで、
　火災をいち早く察知することができます。
・佐渡市内での事例
【事例１】ガスコンロに天ぷら鍋をかけている最中、来客があ
り、話込んでいたら「火事です」という警報音に気付いた。
鍋から炎が上がっていたが毛布を被せ、水道水で消した。

【事例２】１階の風呂場付近から火災が発生し、１階の寝室で
就寝中に警報音に気付き消火器と水をかけて消火した。

■ どこで買えるの？ 値段はどれくらいするの？
・ホームセンターや、電器店等で購入できます。
【単独型】火災を感知した警報器だけが
　　警報を発するタイプ。3000円から
　　5000円前後で購入できます。

【連動型】連動している全ての警報器が一斉に
　　警報を発するタイプ。価格は１個あたり
　　8000円前後から1万円前後です。

■ どこに設置すればいいの？取り付けは難し
　 くないの？
・設置場所は
　①全ての寝室
　②寝室のある階の階段
（2階建ての場合は１階の階段を除きます。3階建て以上
　の場合はお問い合わせください）
・火を扱う台所や居室にも取り付けることをお勧めします。
・取り付ける位置は、｢天井｣または｢壁の上部｣。
・取付けはドライバー１本でできます。

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）《アナログ小木・羽茂・赤泊9ch、その他の地区12ch、デジタル112ch》で、
生まれたばかりの元気な赤ちゃんを紹介します!

新番組「さどチャン」内で放送！「こんにちは赤ちゃん」毎週月曜 夕方５時～放送！
（再放送：月曜日の19:30、21:00、22:00、23:00、翌朝6:30～）

佐渡総合病院で生まれた、明るく元気な赤ちゃんの様子を紹介します！
笑ってるかな？えっ、泣いてるかも・・。などなど、かわいらしい姿を、ぜひご覧くださいね☆
※お子さまの生まれた、翌週月曜日が放送日です。都合により放送日が遅れることもありますのでご了承ください。　
　 市役所地域振興課情報センター室　CNSテレビ（真野行政サービスセンター内）☎51―2030

詳しい取付け位置は、取扱説明書などを参考にしてください。

階段 居室 寝室

台所 リビング

階段

：設置が義務とされている場所 ：設置が推奨とされている場所

居室 寝室

台所 リビング

お問い合わせ　佐渡市消防本部予防課　☎51－0123

問
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